


産業保健スタッフ向けサービス

専門的相談対応 情報提供

専門的研修等 セミナー

メンタルヘルス対策

治療と仕事の
両立支援

４７都道府県に設置しています



治療と仕事の両立支援

看護師時代に感じた治療と仕事の両立支援
について



治療と仕事の両立支援とは？

病気を抱えながらも、働く意欲・能力のある労働者が、
仕事を理由として治療機会を逃すことなく、
また治療の必要性を理由として職業生活の継続を妨げられる
ことなく、適切な治療を受けながら生き生きと働き続けられ
る社会を目指す取り組みです。

労働者ががんなどを病気を理由として、
安易に退職を決めてしまわないように、
事業者側にも日ごろから病気に対する理解の促進や、
労働者との良好なコミュニケーションが求められています。



血液腫瘍内科



５０代男性

退院の日

お世話になりました！

これから仕事行ってきます！



また戻ってこいよ！



「また戻ってこいよ。」



結果を求められるのはアスリートとして当たり前かも
しれないけど、

何より「無事に帰って来てね」と言われ
たのは嬉しくて泣きそうになりました。

心が折れそうな時もあります。ですが、たくさんの
言葉にはげまされ、最後まで頑張りたい、
負けたくないという気持ちがこみ上がってきます。

自分が勝てるのはずっと先のことだと思っていたけ
れど、勝つための練習もしっかりやってきたし、
努力は必ず報われるんだなと思った。

私は、神様は乗り越えられない試練は与えない、
自分に乗り越えられない壁はないと思っています。

～ 居場所を作ってあげること ～

池江璃花子の名言格言集│名言格言.NET (meigenkakugen.net)より

https://www.tokyo-np.co.jp/article/39463,東京新聞

https://meigenkakugen.net/%E6%B1%A0%E6%B1%9F%E7%92%83%E8%8A%B1%E5%AD%90/
https://www.tokyo-np.co.jp/article/39463


「がん患者の就労等に関する実態調査」（2014年）

今後の就労意向

「がん患者の就労等に関する実態調査」報告書・平成２６年５月・東京都福祉保健局



仕事を続けたい（したい）理由（複数回答）

「がん患者の就労等に関する実態調査」報告書・平成２６年５月・東京都福祉保健局



労働者のがん患者数：32万人
がん罹患の約1/3は、労働者！！労働者の中でがんの罹患は増加傾向



働く女性のがんが増えている！！

「病気になった社員に対して、
企業としてどのように対応するか」



治療と仕事の両立支援 適合基準

・「相談窓口を明確にし、その周知を図っていること」
・「支援体制の整備等の対策を定めていること」

https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healthcare/kenkoukeiei_yuryouhouzin.html、経済産業省

https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healthcare/kenkoukeiei_yuryouhouzin.html


事業者のメリット

●労働者の「健康確保」の推進

●継続的な人材の確保

●労働者のモチベーションの向上による
人材の定着・生産性の向上

●「健康経営」の実現

●多様な人材の活用による組織や事業の活性化



愛媛さんぽセ ン ターでで き る こ と

なんて声掛けしてあげればいいのかな。
どんな配慮をしてあげればいいんだろう。

まずは気軽に

「電話相談」
専門スタッフ
(社労士、保健師等)が
対応します。

実際にお会いして

「個別相談」
専門スタッフ
(社労士、保健師等)が
対応します。会社や病院
との連携のご相談につい
て承ります。

実際に

「会社訪問」
専門スタッフ
(社労士、保健師等)が
会社を訪問し、より具体
的なアドバイスをさせて
頂きます。

社労士

保健師

社員の方との接し方
仕事内容をどう変更すればよいか
病院との情報共有がしたい
休暇やお金のことなど…

支援は
全て無料



独立行政法人 労働者健康安全機構

愛媛産業保健総合支援センター
〒790-0011 松山市千舟町４丁目5番地4 松山千舟454ビル2階

TEL：089-915-1911
FAX : 089-915-1922


